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１．はじめに 

大都市東京では，100 年あたりで地球温暖化の３倍

を超えるスピードで高温化が進行しており生態系や

都市の環境に深刻な影響を与えている．こうした現

象は，ヒートアイランド現象という都市における問

題として各方面で研究が進められている． 
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図 1 東京と日本全国の平均気温推移（5 年移動平均） 

本研究では，既往研究例が少ない沿岸開発などに

よる海水面の減少によって，どのような影響が都市

内部の都心部・内陸部の気温・風系など気象現象に

及ぼすのか，広範囲の現象のため気象モデルを利用

し都市気象への影響を把握したものである．  

２．気象モデル WRF 

気象モデルとは，初期値と境界値を作成し，気象

場を再現するための数値モデルであり，気象予報の

数値予報に用いるものと同一である．今回用いた気

象モデルは，2001 年に米国国立大気研究センター

（ NCAR ）で開発された WRF-ARW （ Advanced 

Research WRF)の Version2.1.2 である． 

計算に用いた気象観測データは，NCEP の１度毎

の客観解析データである．また，地表面データは 30

秒毎のデータ GTOPO30（USGS）を利用した．これ

らを用い，まず初期値・境界値を求め，次に気象モ

デルによる，気象場の気温・風向風速・降水量など

を 3 次元的に得たものである． 

３．計算概要 

今回は，図 2 に示す東京湾を中心とした領域を対

象とし解析を実施した．特に，水面積の大きさが周

辺気候にどう影響するかを推測するものである．そ

のため，東京湾の湾奥から湾口までを，1 割毎に埋立

範囲の割合を増大させ，陸域での気象変化を把握す

る事とした．埋立状況は GTOPO30 のデータを改変

して表現した． 
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図 2 計算領域 

表 1 計算条件 

設定項目 設定内容

　2006年8月5日午前3時～8月8日（72時間）

　典型的な夏期の晴天日を選んだ

　大気（気圧・気温・風向風速・湿度等）

　NOAA/NCEP/FNL 客観解析データ

　土壌（土壌温度・土壌水分量）　

　NOAA/NCEP/FNL 格子点値を設定

　海水温度

　NOAA/NCEP/FNL 格子点値を設定

初期条件 　GTOPO30(USGS作成の30秒間隔地形データ)

　横100×縦100

　幅1kmの等間隔格子

time-step 　6秒

初期条件

計算時間

格子分割

 
４．計算結果 

(1) 気温の実測値と計算値の比較 

2006年8月5日午前3時から72時間の計算結果を，

東京・大手町における気温と風速の実測値 3)と計算

値を比較して図 4 と図 5 に示す．図 4 より日中の気

温計算結果は再現できているが夜間の下がり方で両

者の差異が大きい事がわかる． 
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これは，計算領域が狭いことに加え，本モデルに都

心での人工排熱の影響を考慮していない事によるも

のである．エネルギーの大きな昼間の日射による気

温の変化は再現できるが，日射がなくなる夜間は，

人工排熱により気温が低下しにくくなると言う現象

がモデルで表現できていない事を示しており，計算

条件の設定にさらなる改良が必要である． 
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図 4 東京大手町における気温の比較 
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図 5 東京大手町における風速の比較 

図 5 に関しては，都心部のビル等で囲まれた空間

で観測された風速に近づくことは難しいものの，概

ねの傾向を示すことは出来た． 

(2) 現状と埋立が行われた場合との比較 

次に，地形・土地利用データを変更し，が埋立て

られ，水面積が変化したとして気象変化を計算した．

その方法として，湾奥から湾口へ向けて，東京湾の

水域面積が 1 割単位で 1 割から 10 割まで海面が陸域

になったと仮定し，データを変更した．変更した区

域は標高１ｍの都市域が存在する条件を想定した．

今回は，計算結果のうち，10%・20%・30%・50%の

気温を評価する．その計算結果を図 6 に示す．日中

では明確な気温差が確認できたが，夜間では日中と

比較して明瞭な気温差が見られない．これより，日

中では埋立が進行するにつれて気温が上昇している

が，その増加割合は埋め立て面積の頻度と比例して

いない．つまり，小規模な埋立面積でも都心の気温

に大きな影響を及ぼしていることがわかる．沿岸に

陸域面積が増加したことにより注目する点としては

夜間である．夜間において埋立面積が湾全体の 50%

に達した場合には気温は埋立前に比べ減少している

場合もある． 
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図 6 埋立割合による東京大手町の気温変化 

５．まとめ 

気象モデル WRF を用いて東京湾岸の気象を再現し

たところ，日中の気温と風速に関しては概ね再現が

出来た．また，埋立による影響を検討したところ，

気温について日中の気温差が大きいことが判明した．

埋め立て面積の大きさに比例せず，小規模な埋立で

あっても顕著であることが分かった．一方で，夜間

では人工排熱の影響によって再現性が低いと考えら

れる．現在のデータでは，時空間の解像度に限界が

あることから，今後は気象データの高精度化，なら

びに土地利用データの高精度化が必要であると考え

られる． 
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